
BETA181
コンパクト・サイドアドレスマイクロホン

Online user guide for Shure BETA181 side-address condenser microphone.
Version: 3.1 (2023-I)



Shure Incorporated

2/10

Table of Contents

BETA181   コンパクト・サイドアドレスマイクロホン             3

概要                                                                                      3

特長                                                                                    3

バリエーション                                                                   3

特性                                                                                   3

用途                                                                                       3

マイクロホンの位置決め                                                     3

使用時の原則                                                                      4

用途及び取り付け方法                                                       4

不要な音源の排除                                                               4

カプセルの交換                                                                      5

負荷インピーダンス                                                               6

使用電源                                                                                6

仕様                                                                                       6

付属品                                                                                 10

付属品                                                                              10

オプションのアクセサリー                                                10

認証                                                                                     10



Shure Incorporated

3/10

•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•

•
•
•
•
•

BETA181   
コンパクト・サイドアドレスマイクロホン

概要
Shure Beta 181は超コンパクト、サイドアドレス、コンデンサー型マイクロホンで、ライブ演奏やスタジオ環境で目立ちにくいデ

ザインになっています。交換可能なカーディオイド、スーパーカーディオイド、無指向性、および双指向性カプセルにより、優れ

た多用途性を発揮します。Beta 181の小型ダイヤフラムは、一貫した「教科書」的な指向特性を持ち、その効率的な外形デザインに

よりととても狭い設置条件においても十分に音源に近づけることを可能にします。

特長
Shureの卓越した品質・耐久性・信頼性を備えたライブパフォーマンス用マイクロホンの最高峰

コンパクトプリアンプは4つの交換式カプセルに取り付けられます

高SPL環境で使用できるワイドダイナミックレンジ

サイドアドレス形状により、タイトな演奏・録音時の設置条件でも目立たせない配置が可能

革新的なロッキングリングがカプセルとプリアンプを確実に固定します。

強化スチールメッシュグリルが傷、摩耗、酷使から保護

12 cm (5 インチ）に満たないコンパクトデザインでステージでも邪魔になりません

スタンドアダプターおよびキャリングケースが付属

バリエーション
Beta 181/Cカーディオイドマイクロホン

Beta 181/Sスーパーカーディオイドマイクロホン

Beta 181/O無指向性マイクロホン

Beta 181/BI双指向性マイクロホン

特性
優れた低域再現力

非常に高いSPLハンドリング

高い出力レベル

クロスオーバー歪みを発生しません

トランス出力

用途
マイクロホンの位置決め
Shureのロゴが付いている面がマイクロホンの前面です。この面を音源に向けてください。
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使用時の原則
マイクロホングリルは、いずれの部分も手で覆わなこと。マイクロホンの性能に悪影響を及ぼします。

マイクロホンを必要な音源（話し手、歌手または楽器など）に向け、不要な音源から遠ざけます。

マイクロホンは希望の音源のできるだけ近くに設置します。

より多くの低域を得るには、マイクロホンを近づけます。

収音する音源1つについてマイクロホンは1本のみ使用します。

フィードバックマージンを稼ぐには、マイクロホンの数を減らします。

マイクロホン間の距離を、各マイクロホンから音源までの距離の3倍に保ちます（「3対1ルール」）。

マイクロホンは反射面からできるだけ離して設置します。

マイクロホンを屋外で使用する際はウィンドスクリーンを装着します。

必要以上に手で触らないようにして、メカニカルノイズや振動を防止します。

用途及び取り付け方法
一般的な用途と配置方法が以下の表に記載されています。マイクロホンテクニックは個人の好みに大きく依存しており、｢正しい｣

マイクロホンの位置があるわけではないということを知っておいてください。

カーディオイド スーパーカーディオイド 無指向性 双指向性

ドラムオーバーヘッド

ピアノ

アコースティック楽器

M/Sステレオ方式用にBeta 
181/BIが付属

演奏時のクローズマイキング

スネアドラム

アコースティック楽器

室内およびアンビエント音の

収音

モノドラムオーバーヘッド

ストリングアンサンブル

ブルームラインステレオ方式

には1ペアのBeta 181/BIを使
います。

モノドラムオーバーヘッド

タムタムやアコースティック

楽器間等のデュアル音源

すべての双指向性マイクロホンと同様、後方からの音は、音源に対して逆相となります。前方からの音は音源に対して同相です。

不要な音源の排除
指向性マイクロホンは、軸上の音に最も敏感で、それぞれの特性に応じた角度の音を排除します。次の図は、各マイクロホンで排

除される角度です。ライブ演奏や録音でのセッティングに際しては、モニター、P.A.スピーカー、および不要な音源をこれらの角

度に配置します。

フィードバックを抑えて不要な音源を最大限に抑制するため、パフォーマンスの前にマイクロホン配置のテストを必ず実行してく

ださい。
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1.
2.
3.

4.

カーディオイド スーパーカーディオイド 双指向性

軸外ゼロポイント、180度 軸外ゼロポイント、120度 軸外ゼロポイント、90度

カプセルの交換
Beta 181カプセルを交換する際は以下のステップに従ってください:

ファンタム電源をオフにして、機器との接続を外します。

カプセルの刻み目付きリングを緩めてプリアンプを取り外します。

カプセル底部のアラインメントキーをプリアンプの溝にスライドさせ、Shureロゴがマイクロホンの前面にくるようにしま

す。

刻み目付きリングを締め、マイクロホンを再度確実に接続します。
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注：使用の前には必ず、カプセルがマイクロホンにしっかりと固定されていることを確認してください。しっかり固定されていないと、振動やドラムスティックで

誤って叩いてしまった場合にカプセルが緩み、信号が出なくなることがあります。

負荷インピーダンス
最大SPL、出力クリッピングレベル、及びダイナミックレンジは、マイクロホンを接続するプリアンプの入力負荷インピーダンスに

より異なります。Shureは、1000Ωの最小入力負荷インピーダンスを推奨します。最新のマイクロホンプリアンプはこの要件を満

たしています。これらの仕様については、インピーダンスが高いほどパフォーマンスが上がります。

使用電源
このマイクロホンにはファントム電源が必要で、48Vdc供給(IEC-61938)が最適です。ヘッドルームと感度は若干減少しますが、

11Vdcまで低下しても動作させることができます。

現在、大半のミキサーにはファンタム電源が付いています。平衡タイプのマイクロホンケーブルの使用が必要です:XLR-XLRケーブ

ルを必ず使用してください。

仕様
Type

Electret Condenser

Polar Pattern
181/C: Cardioid

181/S: Supercardioid
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181/O: Omnidirectional

181/BI: Bidirectional

Frequency Response
20 to 20,000 Hz

Output Impedance
110 Ω

Sensitivity
open circuit voltage, @ 1 kHz, typical

Cardioid –46.5 dBV/Pa[1] (4.7 mV)

Supercardioid –49.5 dBV/Pa[1] (3.4 mV)

Omnidirectional –52.0 dBV/Pa[1] (2.5 mV)

Bidirectional –51.0 dBV/Pa[1] (2.8 mV)

Maximum SPL
1 kHz at 1% THD[2]

2500 Ω load

Cardioid 151.5 dB SPL

Supercardioid 154.5 dB SPL

Omnidirectional 157.0 dB SPL

Bidirectional 156.0 dB SPL

1000 Ω load

Cardioid 149.0 dB SPL

Supercardioid 152.0 dB SPL

Omnidirectional 154.0 dB SPL

Bidirectional 153.5 dB SPL

Signal-to-Noise Ratio[3]
Cardioid 73.5 dB

Supercardioid 71.5 dB

Omnidirectional 70.5 dB

Bidirectional 71.0 dB

Dynamic Range

2500 Ω load

Cardioid 131.0 dB

Supercardioid 132.0 dB

Omnidirectional 133.5 dB

Bidirectional 133.0 dB
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1000 Ω load

Cardioid 128.5 dB

Supercardioid 129.5 dB

Omnidirectional 130.5 dB

Bidirectional 130.5 dB

Clipping Level
@ 1 kHz, 1% THD

2500 Ω load 10.5 dBV

1000 Ω load 7.5 dBV

Self Noise
equivalent SPL, A-weighted, typical

Cardioid 20.5 dB SPL-A

Supercardioid 22.5 dB SPL-A

Omnidirectional 23.5 dB SPL-A

Bidirectional 23.0 dB SPL-A

Common Mode Rejection
20 to 20,000 kHz

≥55 dB

Polarity
Positive pressure on diaphragm produces positive voltage on pin 2 with respect to pin 3

Power Requirements
11–52 V DC[4] phantom power (IEC-61938)

2.4 mA, maximum

Weight
145 g (5.1  oz.)

[1] 1 Pa=94 dB SPL

[2]THD of microphone preamplifier when applied input signal level is equivalent to cartridge output at 
specified SPL

[3]S/N ratio is the difference between 94 dB SPL and equivalent SPL of self noise, A-weighted

[4]All specifications measured with a 48 Vdc phantom power supply. The microphone operates at lower 
voltages, but with slightly decreased headroom and sensitivity.
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外形寸法

Beta 181/C

Beta 181/S

Beta 181/O
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Beta 181/BI

付属品
付属品
マイクロホンクリップ A57F

BETA181用発砲ケースアセンブリー A181C

BETA181用発砲ウィンドスクリーン A181WS

オプションのアクセサリー
BETA181 カーディオイドカプセル RPM181/C

BETA181 スーパーカーディオイドカプセル RPM181/S

BETA181 双指向性カプセル RPM181/BI

BETA181 無指向性カプセル RPM181/O

BETA181 プリアンプ RPM181/PRE

大小クリップアダプター付きユニバーサルマイクロホンマウントとねじ式ユニバーサルアダ

プターポスト
A75M

アイソレーションマウント A53M

25'TRIPLE-FLEX  ケーブル、マイクロホンエンド用ブラックXLRコネクター C25E

認証

™


	Table of Contents
	BETA181   コンパクト・サイドアドレスマイクロホン
	概要 
	特長
	バリエーション
	特性 

	用途
	マイクロホンの位置決め
	使用時の原則
	用途及び取り付け方法 
	不要な音源の排除

	カプセルの交換
	負荷インピーダンス
	使用電源
	仕様
	Type
	Polar Pattern
	Frequency Response
	Output Impedance
	Sensitivity
	Maximum SPL
	Signal-to-Noise Ratio[3]
	Dynamic Range
	Clipping Level
	Self Noise
	Common Mode Rejection
	Polarity
	Power Requirements
	Weight

	付属品
	付属品
	オプションのアクセサリー

	認証

